
田辺東幼稚園で 3月 9日、集中豪雨
による木津川の洪水を想定した初めて
の避難訓練が行われました。
同園は、木津川左岸から西へ 300m
ほどと近い場所にあり、左岸堤防が崩
れたときは避難に余裕がないことが考
えられます。訓練では、市災害対策本
部から避難指示を受けた後、園児が平
屋の園舎から隣接する田辺東小学校の
4階まで避難しました（＝写真㊧）。
訓練を終えた同園園長は「子どもた
ちの安全を第一に考え、落ち着いて避
難誘導できました。今回の訓練を生か
し、常に危機意識を持って災害に備え
たい」と話していました。

２
月
２１
日
、
石
井
市
長
が
市
議
会
本
会

議
で
「
平
成
２４
年
度
施
政
方
針
」
を
述
べ

ま
し
た
（
＝
写
真
）。
そ
の
一
部
を
１
・
２

面
で
紹
介
し
ま
す
。
主
要
施
策
な
ど
は
２

面
の
ほ
か
、
今
号
に
折
り
込
ん
で
い
る
予

算
特
集
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

【
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
】

ま
た
、
原
発
事
故
に
端
を
発
し
た
電
力
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、
節
電
や
省
エ
ネ
の
促
進
と
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
に
も
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
や
問
題
を
認
識
し
、
誰
も
が
「
ふ

る
さ
と
」
の
よ
う
に
感
じ
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

目
指
す
都
市
像
「
緑
豊
か
で
健
康
な
文
化
田
園
都

市
」
の
実
現
に
向
け
、
す
べ
て
の
人
が
地
域
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
、豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、自
分
が
育
っ

た
「
ふ
る
さ
と
」
の
よ
う
に
思
え
る
よ
う
、
２
期
目

の
当
初
に
お
示
し
し
た
「
５
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
」
を
軸
に
、ま
ち
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
満
足
度
を
高
め
る
施
策
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
市
政
を
話
し
合
う
機
会
を
設
け
る
ほ
か
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
意
識
調
査
制
度
を
創
設
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
同
志
社
大
学
と
の
連
携
強
化
や
、
職

員
の
資
質
向
上
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

㊤
避
難
前
に
落
ち
着
い

て
点
呼
を
と
る
先
生
と

園
児
㊧
防
災
無
線
を
使

い
市
災
害
対
策
本
部
か

ら
避
難
指
示
を
受
け
る

園
長

本
市
を
は
じ
め
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
経
済
情
勢
な
ど
先
行
き

が
不
透
明
感
を
増
す
中
で
、地
方
か
ら
元
気
を
出
し
、

明
る
い
京
田
辺
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風
に
よ
っ
て
、
自

然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
と
こ
ろ
、

さ
ら
な
る
大
地
震
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
、
対
策
の
強

化
が
急
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

経
済
情
勢
も
依
然
厳
し
く
、
消
費
税
増
税
の
動
き

と
併
せ
、
市
民
生
活
は
一
層
厳
し
さ
が
増
す
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

基
本
認
識

基
本
認
識

基
本
方
針

基
本
方
針
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市は、市内業者に自宅や店舗のバリアフリー改修工
事を発注した場合、工事費用の 2 分の 1 を助成します。
【対象者】
▼住宅＝次の①②に該当し、市税の滞納がない人①

本市に住民登録または外国人登録し、市内に居住して
いる②申請者および同居者に介護認定（支援）を受け
ている人や、高齢者・障害者住宅改修の対象者（過去
に交付を受けた人を含む）がいない
▼店舗＝市内に自らが営む店舗を構える中小企業者

で、市税の滞納がない人
【対象施設】
▼住宅＝自己の居住用住宅。共同住宅の場合は、専

有部分のみ
▼店舗＝自己の営業用店舗。小売店・飲食店・診療

所など市民が日常的に利用する店舗。事務所・工場・
風営法第 2 条に規定するものを除きます

住宅・店舗を賃借している場合は、建物所有者の承
諾書が必要です。
【対象工事】
移動の円滑化のために行う段差解消・手すりの設置

などの費用が 5 万円以上（税別）で交付決定後に着
工し、平成 25 年 3 月 29 日㈮までに実績報告が提出
できるもの。ほかの助成を受けている場合を除きます
【上限額】
▼住宅＝ 10 万円▼店舗＝ 20 万円
【申込方法】
産業振興課か市ホームページにある申請書に必要書

類を添え、持参してください
【しめきり】
12 月 28 日㈮。予算額に達した場合は、受け付けを

終了します
【申込・問合せ先】
産業振興課（☎ 64-1364）

市
は
、
高
齢
者
の
福
祉
・

健
康
増
進
の
た
め
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施

術
費
を
助
成
す
る
「
高
齢
者

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
施
術
費
助
成
証
明
書
」
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
＝
本
市
に
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て
い

る
満
６５
歳
以
上
の
人

交
付
枚
数
＝
申
請
月
か
ら

平
成
２５
年
３
月
ま
で
の
月
数

に
相
当
す
る
枚
数
（
１２
枚
ま

で
）使

用
期
限
＝
平
成
２５
年
３

月
３１
日
㈰

助
成
額
＝
１
回
の
保
険
適

用
外
施
術
費
の
う
ち
、
２
千

円
（
市
と
施
術
所
が
そ
れ
ぞ

れ
１
千
円
）。
施
術
費
が
１

回
２
千
円
以
下
の
場
合
を
除

き
ま
す

申
請
方
法
＝
健
康
保
険
被

保
険
者
証
か
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
証
・
本
人
ま
た
は
代

理
人
の
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

申
請
期
限
＝
平
成
２５
年
３

月
２９
日
㈮

申
請
・
問
合
せ
先
＝
国
保

医
療
課
（
☎
６４
・
１
３
７
４
）

平成 24 年度の国民年金保険料の学
生納付特例申請を受け付けます。

学生納付特例は、学生の前年の所得
が一定の基準以下の場合に保険料の納
付が猶予される制度です。
対象＝大学（大学院・短期）・高等

学校（専門学校）・専修学校・学校教
育法に規定され修業年限が１年以上で
ある課程の学校・文部科学大臣が指定
する海外大学などに在学する 20 歳以
上の人
申請に必要なもの＝▼学生証・在学

証明書（写し可）▼年金手帳▼印鑑▼
平成 24 年度所得課税証明書（同 23 年
中に所得があった人は、同 24 年 1 月
1 日現在に住んでいた市区町村が発行
するもの）か非課税証明書▼会社など

を退職した人は、雇用保険被保険者離
職票か雇用保険受給資格者証（写し可）
承認期間＝申請のあった日の属する

年度
年度途中に申請しても、その年度の

4 月までさかのぼって承認を受けるこ
とができますが、承認を受けず事故や
病気で障がいが残った場合は、障害基
礎年金を受給できないことがありま
す。

なお、前年度承認されていても、申請
は毎年度必要です。前年度承認された人
には、日本年金機構から申請用はがきが
郵送されます。届かない人は、市役所に
お問い合わせください。

詳 し く は、 ね ん き ん ダ イ ヤ ル
（ ☎ 0570-05-1165、IP 電 話 は ☎
03-6700-1165）・京都南年金事務所（☎
075-643-2547）へお問い合わせくだ
さい。
申請・問合せ先＝市民年金課（☎

64-1333）

市は、自然エネルギーを活用し地
球温暖化防止対策を進めるため、住
宅用太陽光発電システムの設置費用
を補助します。

対象＝次のすべてを満たす人
▼自らが居住する市内の住宅に、新たに住宅

用太陽光発電システムを設置する個人▼国の住
宅用太陽光発電システム補助金制度に応募し、
国からの補助金交付が確定してから 1 年以内
補助額＝住宅用太陽光発電システムの出力

1kW 当たり 3 万円。上限は 10 万円
申請方法＝環境課か市ホームページにある申

請書に必要書類を添えて、持参してください
しめきり＝平成 25 年 3 月 29 日㈮。予算額

に達した場合は、受け付けを終了します
申請・問合せ先＝環境課（☎ 64-1366）

民生委員・児童委員
新しく 3 人に委嘱

市は、1 月 30 日に山手西・三野・
府営住宅地区の民生委員・児童委員を
新たに委嘱しました。任期は、平成
25 年 11 月 30 日までです。
氏名・担当地区（敬称略）＝▼堀井

紀子（☎ 29-5553）・山手西▼西川常
子（☎ 62-5354）・三野▼片岡賢（☎
62-3568）・府営住宅
問合せ先＝社会福祉課（☎ 64-1371）

市
は
、
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

２
月
２１
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
定
例
会
本
会

議
で
、
稲
川
俊
明
氏
（
６５
）
＝
普
賢
寺
下
大

門
を
再
任
す
る
人
事
案
件
の
同
意
を
得
て
、

同
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間

で
す
。

市
は
、
２
月
２１
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
定

例
会
本
会
議
で
、
山
口
恭
一
氏
（
６２
）
＝
宇

治
市
小
倉
町
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す

る
人
事
案
件
の
同
意
を
得
て
、
同
氏
を
任
命

し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間

で
す
。

市
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

老
人
医
療
助
成
制
度
の
受
給
者

で
限
度
額
認
定
証
を
持
つ
人
は
、

４
月
１
日
か
ら
、
入
院
に
加
え
外

来
診
療
で
も
高
額
療
養
費
の
限
度

額
適
用
認
定
証
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
外

来
診
療
で
高
額
療
養
費
に
該
当
す

る
場
合
は
、
同
認
定
証
を
発
行
し

ま
す
の
で
事
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
健
康
保

険
被
保
険
者
証
・
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
・
印
鑑

申
請
・
問
合
せ
先
＝
国
保
医
療

課
（
☎
６４
・
１
３
７
４
）

市は、京田辺市国民健康保険（国保）・後期高齢
者医療の被保険者に「外来（半日）人間ドック」「脳
ドック」「併用ドック（人間ドックと脳ドックの併
用受診）」の受診費用を助成します。病気の早期発
見のため、ぜひ受診してください。
【対象】
国保＝国保税を滞納していない世帯で、次のす

べてに該当する人
▼ 5 月 7 日現在、30 歳以上 75 歳未満（昭和

12 年 5 月 8 日以降生まれ）で、国保に 1 年以上
加入している▼入院・妊娠していない
後期高齢者医療＝後期高齢者医療保険料を滞納

していない、次のすべてに該当する人
▼ 5 月 7 日現在、京田辺市後期高齢者医療に

加入している▼入院していない
【健診機関・内容】
右表のとおり
【申込方法】
市から郵送する申込はがきを返送するか、国保

医療課で申し込んでください
【しめきり】
5 月 7 日㈪（当日消印有効）
【申込・問合せ先】
国保医療課（☎ 64-1332、☎ 64-1374）

昨
年
の
大
震
災
で
は
、
人
と

人
、
人
と
地
域
の
絆
や
支
え
合

い
が
多
く
の
命
を
救
い
ま
し
た
。

「
人
と
人
、
人
と
地
域
の
絆
の
創

出
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
権
を
尊

重
し
、
心
の
通
っ
た
「
共
に
支

え
合
う
地
域
社
会
」
を
目
指
し
、

次
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

絆
の
創
出

職
員
の
地
域
活
動
参
加
を
奨

励
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
区
・
自

治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
非
常
時
で
の
地
域

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
研
修
を

実
施
し
、
民
生
委
員
や
自
主
防

災
組
織
と
の
連
携
を
強
化
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
警
察
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
連
携
し
た

防
犯
活
動
も
行
い
ま
す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
を
地
域
で

見
守
る
た
め
組
織
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
も
進
め
ま
す
。
ま
た
、
市
民

が
農
業
に
親
し
め
る
機
会
を
創

設
す
る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地

な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
た
方

策
を
検
討
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
創
造

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や

計
画
の
実
効
性
確
保
の
た
め
、

市
民
参
加
型
防
災
訓
練
を
実
施

す
る
ほ
か
、
遠
方
の
自
治
体
と

の
「
相
互
応
援
協
定
」
の
締
結

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
原
発
事

故
に
よ
る
「
食
」
へ
の
不
安
を

な
く
す
た
め
、
給
食
の
放
射
能

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

つ
な
が
り
に
よ
る

地
域
力
の
創
造

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
新
た
に
「
モ
デ
ル
地

区
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。
子
育
て
支
援
で
は
、

夏
休
み
期
間
の
留
守
家
庭
児
童

会
の
受
入
れ
を
拡
大
し
、
高
齢

者
福
祉
で
は
、
新
た
に
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
の
助
成
を

実
施
し
ま
す
。

地
域
の
輝
き
と
活
力
の
創
造

一
休
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た

「
一
休
と
ん
ち
ロ
ー
ド
」
の
整
備

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
産
業

創
出
に
向
け
て
、
Ｄ
︲
ｅ
ｇ
ｇ

や
大
住
工
業
系
土
地
区
画
整
理

事
業
へ
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る

社
会
の
創
造

将
来
の
都
市
構
造
の
検
討
や

公
共
交
通
の
あ
り
方
の
検
証
を

続
け
ま
す
。

ま
た
、
エ
コ
ラ
イ
フ
や
健
康

志
向
の
高
ま
り
を
考
慮
し
、「
自

転
車
通
行
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

計
画
」
の
策
定
や
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
助
成
を

拡
充
し
ま
す
。

京
田
辺
の
未
来
を

さ
さ
え
る
人
づ
く
り

学
校
教
育
で
は
、
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も
を

育
成
し
、教
育
環
境
整
備
で
は
、

中
学
校
に
空
調
設
備
を
、
小
学

校
に
洋
式
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま

す
。ま

た
、
生
涯
学
習
や
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
を
促
進
す
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

今
年
度
は
昨
年
度
か
ら
の
震

災
対
策
に
加
え
て
、「
人
の
温

か
さ
や
優
し
さ
が
感
じ
ら
れ

る
」「
人
と
人
と
が
互
い
に
寄

り
添
っ
て
生
き
て
い
け
る
」
地

域
社
会
を
築
け
る
よ
う
、
社
会

を
構
成
す
る
す
べ
て
の
フ
ァ
ク

タ
ー
が
相
互
に
つ
な
が
り
を
持

ち
な
が
ら
、
互
い
に
高
め
合
え

る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
力
を
注
ぎ
、
こ
の
よ
う
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
「
自
分
は
ひ
と
り
で

は
な
い
。
地
域
で
見
守
ら
れ
て

い
る
の
だ
」
と
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
ぬ
く
も
り
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

市
は
、
自
主
的
な
市
民
活
動
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
民
活
動

推
進
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
団
体
＝
市
民
３
人
以
上
で

構
成
し
て
い
る

特
定
の
宗
教
・
思
想
な
ど
の
普

及
活
動
を
行
う
団
体
、
特
定
の
公

職
者
・
政
党
を
支
持
・
反
対
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
、
暴
力

団
な
ど
の
統
制
下
に
あ
る
団
体
、

営
利
目
的
の
団
体
を
除
き
ま
す
。

対
象
事
業
＝
市
民
を
対
象
と

し
、
福
祉
・
文
化
・
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
・
経
済
・
産
業
・
観
光
・

環
境
な
ど
の
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
事
業

過
去
に
３
回
以
上
補
助
を
受
け

た
事
業
や
、
ほ
か
の
補
助
金
な
ど

を
受
け
て
い
る
も
の
を
除
き
ま

す
。対

象
経
費
＝
事
業
に
要
す
る
経

費
運
営
・
管
理
に
使
用
す
る
費
用
、

食
糧
費
、
備
品
購
入
費
な
ど
を
除

き
ま
す
。

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
。
前
年
度
の
全
国
大
学
ま

ち
づ
く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京

田
辺
で
入
賞
し
た
政
策
を
対
象
事

業
と
す
る
場
合
は
、
対
象
経
費
の

３
分
の
２
以
内

い
ず
れ
も
、
１
千
円
未
満
は
切

り
捨
て
と
し
、
上
限
は
１０
万
円
。

申
請
方
法
＝
市
民
参
画
課
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書

を
、
事
業
を
行
う
日
の
１
カ
月
前

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

市
か
ら
補
助
金
交
付
決
定
通
知

を
受
け
た
後
、
事
業
に
着
手
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
市
民
参
画

課
（
☎
６４
・
１
３
１
４
）

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
２
月
２１
日
に
開
か
れ

た
市
議
会
定
例
会
本
会
議
で
、
和
久
英
雄
氏

（
７１
）
＝
松
井
ケ
丘
三
丁
目
、
河
原
正
治
氏

（
６３
）
＝
東
西
神
屋
、
西
口
末
和
氏
（
５３
）

＝
河
原
里
ノ
内
を
選
任
す
る
人
事
案
件
の
同

意
を
得
て
、
３
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し

た
。
和
久
氏
と
河
原
氏
は
再
任
、
西
口
氏
は

新
任
で
す
。

任
期
は
平
成
２４
年
３
月
２５
日
か
ら
３
年
間

で
す
。
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市
は
、
次
代
を
担
う
児
童
が
健
や
か
に
生
ま
れ

育
つ
こ
と
を
願
い
、
４
月
２７
日
㈮
～
５
月
２６
日
㈯

を
京
田
辺
市
児
童
福
祉
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。
親
子
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
親
子
ふ
れ
愛
交
流

日
時
・
場
所
＝
４
月
２７
日
㈮
午
前
１０
時
～
１１
時

３０
分
・
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者

内
容
＝
▼
み
ん
な
で
こ
い
の
ぼ
り
を
あ
げ
よ
う

▼
心
ぽ
か
ぽ
か
コ
ン
サ
ー
ト
（
出
演
…
歌
の
お

ね
え
さ
ん
の
山
本
か
ず
み
さ
ん
（
＝
写
真
）。
曲

目
…
さ
ん
ぽ
・
パ
ン
ダ

う
さ
ぎ
コ
ア
ラ
・
勇
気

１
０
０
％
な
ど
）

問
合
せ
先
＝
こ
ど

も
福
祉
課
（
☎
６４
・

１
３
７
６
）

●
大
住
児
童
館
１
日
開
放
の
日

【
日
に
ち
】

５
月
５
日
㈷

【
自
由
に
あ
そ
ぼ
う
】

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

内
容
＝
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
（
乳

幼
児
の
み
）、
卓
球
（
小
学
生
の
み
）
な
ど

【
ス
ラ
イ
ム
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
作
り
】

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

対
象
＝
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
も
可
）

【
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
】

時
間
＝
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者

内
容
＝
ト
マ
ト
姫
や
キ
ャ
ベ
ツ
王
子
が
開
く

パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
話

出
演
＝
児
童
厚
生
指
導
員

【
お
し
ゃ
れ
な
こ
い
の
ぼ
り
作
り
】

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

対
象
＝
小
学
生
以
下
と
保
護
者

指
導
＝
児
童
厚
生
指
導
員

【
問
合
せ
先
】

大
住
児
童
館
（
☎

６８
・

２
２
２
５
）

●
プ
ー
ル
無
料
の
日

日
時
＝
５
月
５
日
㈷
▼
午
前
の
部
…
午
前
９
時

３０
分
～
午
後
０
時
３０
分
▼
午
後
の
部
…
午
後
１
時

３０
分
～
４
時
３０
分
▼
夜
間
の
部
…
午
後
５
時
３０
分

～
９
時
３０
分

場
所
＝
田
辺
公
園
プ
ー
ル

対
象
＝
中
学
生
以
下
の
人

小
学
校
３
年
生
以
下
と
夜
間
の
部
は
保
護
者
同

伴
。　
　

問
合
せ
先
＝
田
辺
公
園
プ
ー
ル
（
☎
６５
・

３
１
１
３
）

●
人
形
劇

【
５
月
８
日
㈫
】

時
間
・
場
所
＝
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者

内
容
＝
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
・
３
じ
の
お
茶
に

き
て
く
だ
さ
い

出
演
＝
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
ど
り
い
む

問
合
せ
先
＝
こ
ど
も
福
祉
課
（
☎
６４
・

１
３
７
６
）

【
５
月
２６
日
㈯
】

時
間
・
場
所
＝
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
・

大
住
児
童
館

対
象
＝
小
学
生
以
下
と
保
護
者

内
容
＝
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
・
３
ま
い
の
お
ふ

だ
出
演
＝
人
形
劇
ぱ
ふ
ぱ
ふ

問
合
せ
先
＝
大
住
児
童
館
（
☎
６８
・
２
２
２
５
）

●
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

日
時
・
場
所
＝
５
月
１２
日
㈯
午
前
９
時
３０
分
～

正
午
・
田
辺
中
央
体
育
館

内
容
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
跳
び
箱
・
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
な
ど

利
用
料
＝
小
学
生
以
下
無
料
（
そ
れ
以
外
の
人

は
１
０
０
円
）

問
合
せ
先
＝
田
辺
中
央
体
育
館
（
☎
６２
・

１
５
０
１
）

●
パ
パ
さ
ん
Ｄ
Ａ
Ｙ

日
時
・
場
所
＝
５
月
１２
日
㈯
午
前
１０
時
～
１１
時

３０
分
・
普
賢
寺
児
童
館

対
象
＝
１
・
２
歳
児
と
父
親

内
容
＝
パ
パ
と
一
緒
に
リ
ト
ミ
ッ
ク

講
師
＝
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
ピ
ア
ノ
講
師
の
高
津
道

さ
ん定

員
＝
１５
組
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
親
子
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
子
ど
も
の
生

年
月
日
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
記
入
漏

れ
無
効
）

し
め
き
り
＝
４
月
２６
日
㈭
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
普
賢
寺
児
童
館

（
〒
６
１
０
・
０
３
２
３
京
田
辺
市
水
取
門
田

６
・
３
、
☎
６５
・
０
１
５
３
）

●
世
代
間
交
流
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

日
時
・
場
所
＝
５
月
１２
日
㈯
午
後
１
時
３０
分
～

４
時
・
大
住
児
童
館
。
雨
天
中
止

対
象
＝
小
学
生

講
師
＝
大
住
ケ
丘
老
人
ク
ラ
ブ

定
員
＝
先
着
２０
人

申
込
方
法
＝
４
月
２
日
㈪
以
降
に
電
話
・
来
館

し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
大
住
児
童
館
（
☎
６８
・

２
２
２
５
）

●
世
代
間
交
流
・
お
た
の
し
み
寿
司
作
り

日
時
・
場
所
＝
５
月
１９
日
㈯
午
前
１０
時
～
正
午
・

大
住
児
童
館

対
象
＝
小
学
生

講
師
＝
元
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員
＝
２０
人
。
多
数
の
場
合
は
５
月
１１
日
㈮
午

後
１
時
か
ら
抽
選
し
ま
す

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
児
童
の

氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
書
い
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
（
記
入
漏
れ
無
効
）

し
め
き
り
＝
５
月
９
日
㈬
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
大
住
児
童
館

（
〒
６
１
０
・
０
３
４
３
京
田
辺
市
大
住
内
山
７
、

☎
６８
・
２
２
２
５
）

●
野
外
活
動
に
親
し
む
日

日
時
・
場
所
＝
５
月
２０
日
㈰
午
前
９
時
３０
分
～

午
後
４
時
・
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人
。

小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

内
容
＝
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

入
園
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
４
月
１５
日

発
行
の
「
学
び
の
情
報
誌
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
６２
・

２
８
１
６
）

●
親
子
ヨ
ガ
教
室

日
時
・
場
所
＝
５
月
２６
日
㈯
午
前
１０
時
～
１１
時

１５
分
・
普
賢
寺
児
童
館

対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者

講
師
＝
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
工
藤
き
み

子
さ
ん

定
員
＝
１５
組
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
親
子
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
学
年
を
書
い

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
記
入
漏
れ
無
効
）

し
め
き
り
＝
５
月
１０
日
㈭
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
普
賢
寺
児
童
館

（
〒
６
１
０
・
０
３
２
３
京
田
辺
市
水
取
門
田

６
・
３
、
☎
６５
・
０
１
５
３
）

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
時
・
場
所
＝
５
月
２６
日
㈯
午
後
１
時
３０
分
～

２
時
３０
分
・
南
山
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
小
学
生

講
師
＝
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
寺
下
江
里
子

さ
ん定

員
＝
先
着
１５
人

申
込
方
法
＝
４
月
２１
日
㈯
以
降
に
電
話
・
来
所

し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
南
山
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー（
☎

６２
・
４
４
５
８
）

春だけの味覚「菜の花」は、この季
節の食卓に取り入れたい食材です。今
月紹介する料理は、独特のほろ苦さを
生かした上品な一品で、彩りが良く冷
めてもおいしいので、お弁当にもぴっ
たりです。

菜の花を選ぶポイントは、葉の緑色
が濃く、つぼみが締まっているものを
選ぶこと。また、ゆですぎるとおいし
さが半減するので、ゆで加減に気を付
けましょう。
【作り方】
①菜の花は、根元の硬い部分を切り

落とし、塩少々を入れてゆでる。ゆで
上がったら、たっぷりの水に５分ほど
さらして水気を切り、食べやすい大き
さに切る。

②鶏ささ身は筋を取り、耐熱容器に
並べて酒を振り掛け、ラップを掛けて
電子レンジ（600W）で 1 分加熱する。
裏返してさらに 30 ～ 40 秒加熱し、粗

熱が取れたらすぐに手で細かくほぐす。
③梅干しは種を取り除いてほぐし、

みりんでのばす。菜の花・鶏ささ身を
梅とごまで和える。
【問合せ先】
健康推進課（☎ 64-1335）

菜の花は栄養価の
高 い 緑 黄 色 野 菜 で
す。 カ ル シ ウ ム は
ホウレンソウの約 3
倍。 ビ タ ミ ン B1・
B2・C や、鉄・リン・
カロテンなどの栄養
素をバランス良く含
んでいます。

市
は
、
左
表
の
と
お
り
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

を
行
い
ま
す
。

犬
の
飼
い
主
に
は
、
①
生
後
９１
日
以
上
の
犬
を

登
録
し
、
鑑
札
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
②
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
さ
せ
、
注
射
済
票
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
③
鑑
札
と
注
射
済
票
を
犬
に

着
け
て
お
く
こ
と
の
３
つ
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

登
録
は
集
合
注
射
会
場
で
も
で
き
ま
す
。
注
射

と
登
録
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
料
金
】

▼
注
射
＝
３
千
２
０
０
円
▼
登
録
＝
３
千
円
。

釣
り
銭
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

京
都
府
獣
医
師
会
所
属
の
動
物
病
院
で
も
同
じ

料
金
で
接
種
で
き
ま
す
。
集
合
注
射
・
府
獣
医
師

会
所
属
の
動
物
病
院
以
外
で
接
種
し
た
場
合
、
接

種
を
証
明
で
き
る
も
の
を
市
に
提
出
し
、
注
射
済

票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
犬
の
転
入
・
死
亡
も
届
け
出
を
】

犬
が
転
入
・
死
亡
し
た
と
き
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
す
で
に
他
市
区
町
村
で
登
録
し
た
犬
は
、

転
入
手
続
き
を
す
れ
ば
鑑
札
を
無
償
で
交
換
し
ま

す
【
鑑
札
は
迷
子
札
に
も
】

鑑
札
や
注
射
済
票
は
、
万
一
の

場
合
の
迷
子
札
に
も
な
り
ま
す
。

紛
失
し
た
場
合
は
再
交
付
し
ま
す

再
交
付
手
数
料
＝
▼
鑑
札
…

１
千
６
０
０
円
▼
注
射
済
票
…

３
４
０
円

【
届
け
出
・
問
合
せ
先
】

環
境
課
（
☎
６４
・
１
３
６
６
）

教
育
委
員
会
は
、
子

ど
も
た
ち
の
活
動
を
支

え
る
放
課
後
子
ど
も
プ

ラ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
と
は
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
で
安
心
し
て

健
や
か
に
育
ま
れ
る
よ

う
、
適
切
な
遊
び
や
生

活
の
場
を
確
保
し
、
地

域
の
人
た
ち
と
交
流
し

な
が
ら
学
習
や
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
な
ど
を

行
う
事
業
で
す
。

あ
な
た
も
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
楽
し
み
な

が
ら
、
地
域
社
会
全
体

で
取
り
組
む
子
育
て
活

動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
・
時
間
＝
毎
月
１
回
（
水
曜
日
）・

放
課
後
１
時
間
程
度

場
所
＝
市
立
小
学
校
の
体
育
館
や
運
動
場
な

ど
内
容
＝
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
の
企
画
・
手
伝
い

応
募
方
法
＝
来
庁
・
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

し
め
き
り
＝
５
月
１１
日
㈮

応
募
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
（
☎
６４
・
１
３
９
４
）

平成 24 年度の田辺公園
プールの休所日と利用時間・
料金は、次のとおりです。
休所日＝▼温水期間…毎

週水曜日・9 月 2 日㈰・9 月
26 日㈬～ 10 月 3 日㈬・12
月 28 日㈮～平成 25 年 1 月
3 日㈭。ただし、5 月 2 日㈬・

平成 25 年 3 月 20 日㈷は営
業します▼夏期期間…7 月 4
日㈬・11 日㈬・18 日㈬、8
月 22 日㈬
利用時間・料金＝下表の

とおり
問合せ先＝田辺公園プー

ル（☎ 65-3113）

市
は
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
を
通
じ
て
市
民
と
大

学
生
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、
同
志
社
大
学
の
競

技
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
券
を
割
引
料
金
で
購
入
で
き
る
市
民

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人

対
象
競
技
・
料
金
＝
右
表
の
と
お
り
。
割
引
料
金
で

購
入
で
き
る
入
場
券
は
、
一
般
券
（
大
人
）
の
み
で
す

試
合
日
程
・
割
引
対
象
試
合
な
ど
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

登
録
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
市
民
参
画

課
に
あ
る
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝

市
民
参
画
課
（
☎
６４
・

１
３
１
４
）

活動の様子（くるくるうちわ作り）



平成24年（2012年）4月1日 平成24年（2012年）4月1日 ＜ 6＞＜ 7＞

調理師・製菓衛生師試験
6 月 3 日㈰ 10 時～ 12 時、長浜
バイオ大学京都CAMPUS 烏丸学
舎（京都市） ▼調理師試験＝ 4月
16日㈪～20日㈮▼製菓衛生師試験
＝ 4月 23 日㈪～ 27 日㈮。いずれ
も山城北保健所、田辺総合庁舎総合
案内・相談コーナーで受け付け問山
城北保健所（☎ 21-2912）

東日本大震災義援金箱
設置期間を延長
東日本大震災の義援金箱の設置
期間を、9月 28 日㈮まで延長しま
す。みなさんから寄せられた義援金
は、3 月 26 日現在で 14,796,149
円となりました。引き続きご協力を
お願いします。設置場所＝市役所ロ
ビー・社会福祉課問社会福祉課（☎
64-1371）

市税口座振替制度
固定資産税・都市計画税、市・府民
税（普通徴収）、軽自動車税・国民健
康保険税（普通徴収）は、預貯金口
座から自動振替で納めることができ
ます。一度手続きすると翌年度以降
も継続されます 振替を希望する納
付月の前月までに、取扱金融機関へ
通帳・印鑑・納税通知書か納付書を
持参。申込書は市内の取扱金融機関
にあります。なお、取扱金融機関の
うち、市外にある本支店で申し込む
場合は、申込書を郵送します▼取扱
金融機関＝京都銀行・南都銀行・京
都信用金庫・京都中央信用金庫・京
都やましろ農協・ゆうちょ銀行（郵
便局）問税務課（☎ 64-1318）

社会福祉センター
使用申請の変更
社会福祉センターの使用申請は、
使用する月の初日の2カ月前から受
け付けています。4月から、京田辺
市社会福祉協議会にボランティア登
録をしている社会福祉団体などは、
3カ月前から申請することができる
ようになりました問社会福祉セン
ター（☎ 65-4961、 http://www.
kyotanabesyakyou.com）

住宅防火で安心のわが家
たばこ・仏壇のろうそく・電気の配
線など、家の中には常に火事を引き
起こす要因があります。自宅から火

南寮 市内に在住する高齢者 ホー
ム喫茶 ケーキ・お茶代が必要 4
月 19 日㈭までに申し込み問社会福
祉協議会（☎ 62-2222）

事を出さないために、火の取り扱い
には十分注意し、家庭用消火器を設
置しましょう。また、すべての住宅に
住宅用火災警報器の設置が義務付け
られています。火事が大きくなる前
に知らせてくれるので、命が助かっ
たり、被害を最小限に食い止められ
たりした事例が数多くあります。ま
だ設置していない家庭は、家族と自
分を守るため、すぐに設置してくだ
さい問消防本部（☎ 63-7826）

麻しん・風しん混合
（ＭＲ）の予防接種
▼1期＝ 生後12カ月以上24カ
月未満 委託医療機関で個別接種。
1歳になった翌月に受診票を郵送▼
2期＝ 平成18年4月2日～同19
年4月1日生 委託医療機関で個別
接種。5月に受診票を郵送▼ 3期＝
平成 11 年 4 月 2 日～同 12 年 4

月1日生 市立中学校に通学する人
は集団接種。それ以外の人は、委託
医療機関で個別接種（5月に受診票
を郵送）▼ 4期＝ 平成 6年 4月 2
日～同 7年 4月 1日生（同 23年 4
月 1 日～同 24 年 3 月 31 日に公費
負担で接種した人を除く） 委託医
療機関で個別接種。5月に受診票を
郵送問こども福祉課（☎ 64-1377）

手話教室（入門）
5月15日㈫～9月18日㈫毎週火
曜日の 10時～ 12時、社会福祉セン
ターなど 市内に在住・通勤・通学
する18歳以上で、初めて手話を学ぶ
人 手話でのあいさつ・自己紹介な
どの会話 32人 1,200 円（選択
講座参加費が別途必要） 往復はが
きに①京田辺市手話教室「入門」②
氏名（ふりがな）③住所④年齢⑤連
絡先（☎・ＦＡＸ）⑥市内に通勤・通学の
場合は、通勤・通学先を書いて、4
月 20日㈮（必着）までに郵送問京田
辺市「手話教室・入門」事務局（山
城地域活動支援センター「さんさん
山城」内、〒 610-0332 京田辺市興
戸小モ詰 18、☎ 39-7113）

介護者交流会
4月 23日㈪13時 30分～15時、
社会福祉センター 高齢者などを自
宅で介護している人 介護者同士で
交流 無料問社会福祉協議会（☎
62-2222）

ひだまりの会
4月24日㈫14時～15時、府立洛

はいはいサロン
4月 17日㈫10時 30分～12時、
女性交流支援ルーム 0～ 6 カ月
の乳児（第 1子）と保護者など 育
児相談（相談員＝看護師の廣澤真奈
巳さん）・交流・情報交換 先着 12
組 親子で 100円 4月 3日㈫ 10
時から☎で申し込み問女性交流支援
ルーム（☎ 65-3709）

河川レンジャー募集
河川レンジャーは、住民と行政が
一緒に川の管理や整備を行うための
橋渡し役となり、活動を通じて河川
と地域との良好な関係をつくる人で
す。河川レンジャーになるには、淀
川発見講座（大阪会場〈枚方市〉は
6月 2日㈯。京都会場〈京都市〉は
6月 3日㈰）とレンジャー養成講座
の受講が必要です 4月 5日㈭～5
月21日㈪に申し込み。詳しくは、
をご覧ください問淀川管内河川レン
ジャー事務局（☎ 072-861-6801、
http://www.river-ranger.jp/）

ガラス教室
4 月 18 日㈬
13 時～ 15 時、
環境衛生セン
ター甘南備園リ
サイクルプラザ
空き瓶を使っ
て、一輪挿し・
ペンダントなど
を作ります（＝
写真） 先着 8人 300 円 4 月
9日㈪ 9時 30 分から☎で申し込み
問京田辺エコパークかんなび（☎
27-5839）

思春期懇談会「なごみ」
4月 12日㈭10時 15分～12時、
女性交流支援ルーム 思春期の子ど
もの保護者など 講演・懇談会。テー
マ＝子宮頸がんにならないためにで
きること。講師＝上級思春期相談士
の廣澤真奈巳さん 10人 無料
☎で申し込み問女性交流支援ルーム
（☎ 65-3709）

十三まいり
4 月 13 日㈮ 9時～ 17時、大住虚
空蔵堂（京阪バス「大住ケ丘西」バ
ス停下車、徒歩 10分） 毎年 4月
13日に、数え年で 13歳になった子
どもが、知恵や福徳を授かるため虚
空蔵菩薩（こくぞうぼさつ）にお参
りする行事問▼藤田（☎ 62-0472）
▼橋本（☎ 62-1676）

古文書を読む会
4 月 14 日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、
社会福祉センター 講師＝ふるさと
ミュージアム山城の伊藤太さん・精

華町教育委員会の中川博勝さん
200円問京田辺市郷土史会・岡山（☎
63-2244）

アフタヌーン・ティー
4 月 22 日㈰・26日㈭ 15時～ 16
時 30分、中央公民館 市内に在住・
通勤・通学する 18歳以上の人 英
国スタイルのアフタヌーン・ティー
について、体験を交えながら国際交
流員が日本語で紹介します 各 10
人。多数の場合は抽選 200円 は
がきに「アフタヌーン・ティー」参
加希望・氏名・住所・年齢・☎・参
加希望日を書いて、4月 16日㈪（必
着）までに郵送してください問市民
参画課（☎ 64-1314）

京都府女性の船
6 月 15 日㈮～ 18日㈪（6月 2日
㈯事前研修、7月21日㈯事後研修）、
北海道 府内に在住する 20歳以上
の女性で、次の要件を満たす人▼研
修を生かし、職場や地域活動で活躍
する意欲がある▼健康で研修に耐え
る体力がある▼団体生活に適応でき
る▼事前研修から事後研修までのす
べてに参加できる。サポート参加も
可（2年以内に参加した修了生を除
く） 100人 3万円 市民参画課・
女性交流支援ルームにある申込用紙
と作文（テーマ＝現在の活動・関心
と京都府女性の船で学びたいことに
ついて。原稿用紙400字以上1,200
字以内）を 4月 16 日㈪（必着）ま
でに市民参画課へ郵送問京都府男女
共同参画課（☎ 075-414-4291）

母と子の教室
4 月 16 日㈪ 13時～ 14時、NPO
法人そよかぜ子育てサポート母と
子の教室 乳幼児の親子 入室希望
者の体験会 15組 無料 必要問
NPO法人そよかぜ子育てサポート
（☎ 62-9672、☎ 62-9015）

普通救命講習
4 月 20 日㈮ 9時～ 12時、消防署
AED（自動体外式除細動器）を

使った心肺蘇生の講習。一定レベル
以上の技術を習得した人には修了証
を発行します 15人 無料 前日
までに☎で申し込み問▼消防署（☎
63-1125）▼消防署北部分署（☎
65-0119）

第26回市民舞踊発表会
出演者を募集
6 月 10 日㈰ 11時、中央公民館
市内に在住・通勤・通学する人 古
典舞踊・歌謡舞踊・民謡踊り・バレ
エなど。発表時間＝個人 5分以内、
グループ 25分以内 申込書を 4月
21日㈯ 12時までに文化協会（中央
公民館内）へ持参問文化協会・井上
（☎ 62-6603）

大住中学校吹奏楽部
スプリングコンサート
4 月 22 日㈰ 14時（開場は 13時
30 分）、八幡市文化センター（八幡
市） シンフォニック・ステージ、

ゲストステージ、ポップス・ステー
ジ、OB合同ステージ 無料問大住
中学校吹奏楽部（☎ 62-8889）

市民ねっと楽学塾
4 月 24 日 ㈫ 10 時 ～ 11 時 30
分、社会福祉センター よくわか
る京田辺市の新年度予算。講師＝
市職員 先着 50 人 無料問まち
づくり市民ねっと京田辺▼河内
（☎ 090-6753-2988）▼吉村（☎
090-5974-4353）

大住ｼﾝﾌｫﾆｯｸﾊﾞﾝﾄﾞ
第 19回定期演奏会
4 月 29 日㈷ 13時 30分（開場は
13時）、八幡市文化センター（八幡
市） シンフォニックステージ・ポッ
プスステージ。客演＝京都市交響楽
団首席トロンボーン奏者の岡本哲さ
ん 700 円（前売り 500 円）。中学
生以下は無料問大住シンフォニック
バンド・片山（☎ 090-5661-9190）

スポーツに親しむ日
4 月 7日㈯ 9時 30分～ 12時、田
辺中央体育館 バドミントン・卓球・
ミニバスケット・跳び箱・ミニトラ
ンポリン・カローリングなどを楽し
むことができます 100 円（小学
生未満無料）問田辺中央体育館（☎
62-1501）

第9回京田辺市市長杯
ゴルフ大会
5 月 15 日㈫ 7時 45分から、田辺
カントリークラブ 市内に在住・通
勤・通学する京田辺市ゴルフ協会会
員。会員は随時募集（入会金 5,000
円。年会費なし） ダブルペリア方
式 先着72人 3,000円。プレー費
15,060 円（キャディー・食事付）
申込書を 4月 8日㈰までに持参・郵
送・ＦＡＸ・ 問NPO法人京田辺市社会
体育協会事務局（田辺中央体育館内、
〒 610-0331
京田辺市田辺
丸 山 19、 ☎
29-9008、 ＦＡＸ
62-1534、
jimukyoku@
kyotanabe-
taikyo.jp）

トレーニングルーム
利用講習会
田辺中央体育館トレーニングルー
ムを利用するには、講習会の受講が
必要です▼ 4月 22日㈰ 10時～ 12
時▼ 5 月 6 日㈰ 10 時～ 12 時▼ 5
月 25 日㈮ 19 時～ 21 時、いずれ
も田辺中央体育館 市内に在住・通
勤・通学する 15 歳以上の人（中学
生を除く） 1,000 円 各回とも 7
日前までに申込書を持参か、往復は
がきの往信用・ に、「トレーニン
グ講習会希望」・住所・氏名（ふり
がな）・年齢・☎・受講希望日・勤
務先または学校名（市外の人）を書

いて申し込み。はがきは返信用に住
所・氏名を書いてください。 はタ
イトルを「トレーニング講習会希望」
とし、申し込み後 7日以内に返信が
ない場合は☎でお問い合わせくださ
い問田辺中央体育館（〒 610-0331
京田辺市田辺丸山 19、☎ 62-1501、
ＦＡＸ 62-1534、 gym@kyotanabe.
jp）

ニコニコステップ
5月9日㈬～9月26日㈬毎週水曜
日（8月 15日を除く）の 15時～ 16
時、山手南公民館 市内に在住・通
勤・通学する40歳以上の人 ステッ
プ台を使った体操。講師＝京田辺市
スポーツ推進委員。体を引き締めた
い人・筋力を付けたい人など、ご参
加ください 先着 30人 2,000 円
申込書を 4月 25 日㈬（必着）ま

でに持参・郵送・ 。持参の場合＝
はがきを持参。郵送の場合＝往復は
がきに、住所・氏名（ふりがな）・年
齢・性別・☎・勤務先または学校名
（市外の人）を書いて申し込み。
はタイトルを「ニコニコステップ申
込」とし、申し込み後 7日以内に返
信がない場合は☎でお問い合わせく
ださい問社会体育課（☎ 64-1394、
sports@kyotanabe.jp）

市民総体
【軟式野球】
5 月 13 日㈰・20日㈰・27日㈰、
6月 3日㈰ 8時 30 分から、田辺公
園野球場・草内木津川運動公園 市
内に在住・通勤・通学する 15 歳以
上の人（中学生を除く）で構成する
9人以上のチーム 1チーム 3,000
円（抽選会で徴収） 4月 24 日㈫
17時までに、持参・郵送・ＦＡＸ・ 。
抽選会は4月 29日㈷ 18時から、田
辺中央体育館
【テニス個人戦】
▼ 5月 20 日㈰（男子ダブルス）
▼ 5月 27 日㈰（女子ダブルス）▼
6月 3日㈰（混合ダブルス）9時 30
分から、田辺公園テニスコート 市
内に在住・通勤・通学する 15 歳以
上の人（中学生を除く）、京田辺市テ
ニス協会登録者 京田辺市テニス協
会登録者 1,200 円、未登録者 1,500
円。申込時に徴収 4月 27 日㈮ま
でに、持参・郵送・ＦＡＸ・
【カローリング】
5 月 13 日㈰ 14 時から（受け付
けは 13時 30 分～ 13 時 45 分。初
心者は 13時からの講習会受講が必
要）、田辺中央体育館 市内に在住・
通勤・通学する人と京たなべカロー
リングクラブ加盟員で構成する3人
のチーム 京たなべカローリングク
ラブ加盟員 500 円、未加盟員 1,000
円 4 月 30 日㉁ 17 時までに、持
参・郵送・ＦＡＸ・
問 NPO 法人京田辺市社会体育
協会事務局（田辺中央体育館内、
〒 610-0331 京田辺市田辺丸山
19、☎ 29-9008、ＦＡＸ 62-1534、
jimukyoku@kyotanabe-taikyo.
jp）

消費生活相談室 毎週㈪～㈮  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00 産業振興課 産業振興課

☎63-1240多重債務法律相談 16:00 ～ 19:00 社会福祉センター

こころの健康相談

保健センター 健康推進課
☎64-1335

健康相談
（成人対象） 4月 10日㈫

栄養士・保健師 9:00 ～ 11:00

女性の健康相談 4月 26日㈭
栄養士・保健師 13:30 ～ 15:30 女性交流支援ルーム

ふれあい相談室 毎週㈪～㈮ 9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

社会福祉センター
社会福祉協議会
ふれあい相談室
☎62-5447

心配ごと相談 4月 5日㈭・
16日㈪・25日㈬ 13:30 ～ 16:00

高齢者等のための
これからのこと相談 4月 27日㈮ 10:00 ～ 12:00

司法書士法律相談 4月 16日㈪

成年後見制度相談
13:30 ～ 16:00

弁護士無料法律相談

多重債務相談

教育相談
（教育相談専用電話
☎63-4488）

〈平日 8:30 ～ 17:00〉

4 月 12 日㈭ 13:00 ～ 17:00 松井ケ丘小学校 ☎62-8888

4 月 24 日㈫ 8:30 ～ 12:30 大住小学校 ☎62-0046

4 月 24 日㈫ 13:00 ～ 17:00 桃園小学校 ☎63-6335

南部法律
相談センター

13:00 ～ 17:00
40 分 5,250 円 市商工会館 京都弁護士会

☎075-231-2378
発達相談 毎週㈪～㈮

毎週㈭

13:30 ～ 15:30 田辺児童館 田辺児童館
☎63-1081

育児相談 毎週㈪  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:30 普賢寺児童館 普賢寺児童館

☎65-0153

すくすく
子育て相談 毎週㈪～㈮  9:30 ～ 16:00 来所相談は、

電話で予約

地域子育て支援センター
・河原保育所☎62-3511
・大住保育園☎62-1477

家庭児童相談室 毎週㈪～㈮  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00 こども福祉課

乳幼児相談
（赤ちゃんサロン）  9:00 ～ 10:30 保健センター

女性の相談室 毎週㈪～㈮ 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

女性交流支援ルーム 女性交流支援ルーム
☎65-3727

女性のための
専門相談 13:30 ～ 16:30

女性のための
法律相談 4月 25日㈬ 13:30 ～ 15:00

女性のための
出張相談 ー

4月 17日㈫ 13:00 ～ 17:00 薪小学校 ☎63-2000

4 月 19 日㈭ 13:00 ～ 17:00 田辺小学校 ☎62-0044

4 月 19 日㈭ 13:00 ～ 17:00 田辺東小学校 ☎62-4348

4 月 26 日㈭ 9:00 ～ 13:00 草内小学校 ☎62-0054

4 月 26 日㈭ 13:00 ～ 17:00 三山木小学校 ☎62-1055

4 月 10 日㈫ 14:00 ～ 16:00 普賢寺小学校 ☎65-0053

網かけの相談事業は予約が必要です。

こども福祉課
☎64-1377

相談事業 日にち 時　間 場　所 問合せ先

医師による相談はありません。

今月はありません。

4 月の相談事業日程4 月の相談事業日程

なやみごと相談
4月 11日㈬

13:30 ～ 16:00
市役所会議室

人権啓発推進課
☎62-4343

4 月 25 日㈬ 北部住民センター

市民無料
法律相談 13:30 ～ 16:30 市民相談室

4月 18日㈬
予約 4月 2日～

くらしの安心
法律相談 今月はありません。 田辺総合庁舎

府民総合案内センター
☎075-414-4235
☎075-414-4236

5 月 2日㈬
予約 4月 20日～

4月 5日㈭

4月 5日㈭
4月 19日㈭

今月はありません。

4月 27日㈮

4月 27日㈮

4月 25日㈬

4月 17日㈫
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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

【人生、桜かな】

おはなし会
▼ 4 月 7 日㈯…歌うたいのこまどり▼ 14

日㈯…カメの遠足▼ 18 日㈬…つんつくせん
せいといたずらぶんぶん▼ 21 日㈯…みつけ
どり▼ 28 日㈯…とりのみじい▼ 5 月 5 日㈯
…あんころもちとあみださん

水曜日は午後 4 時～ 4 時 30 分、土曜日は
午後 3 時～ 3 時 30 分。

ギャラリー
▼第 8 回京田辺クラフトウェーブ作家展

（アイアンクラフト癒しの灯）：京田辺クラ
フトウェーブ＝ 4 月 4 日㈬～ 8 日㈰▼第 10

おはなし会
▼ 4 月 7 日㈯…わらしべ長者▼ 14 日㈯

図書館だより

おはなし会
▼ 4 月 11 日㈬…10 ぴきのかえるのピク

ニック▼ 18 日㈬…まめじかカンチルが穴
に落ちる話

いずれも午後 4 時～ 4 時 30 分。

回京田辺石友会　水石展（石の展示）：京田
辺石友会＝ 4 月 10 日㈫～ 15 日㈰▼広河隆
一写真展（チェルノブイリ・フクシマ）：京
都ひと塾＝ 4 月 17 日㈫～ 22 日㈰▼思いを
絵筆に松見光数油絵展：松見光数＝ 4 月 24
日㈫～ 29 日㈰（27 日㈮を除く）▼大田垣
妙子が紡ぐ NHK 朝ドラマ「カーネーション
の服達」：大田垣妙子＝ 5 月 1 日㈫～ 6 日㈰

（3 日㈭・４日㈮を除く）

…よもぎだんご▼ 21 日㈯…チムラビット
とはさみ▼ 25 日㈬…999 ひきのきょうだ
いのはるですよ▼ 28 日㈯…小鳥をのみこ
んだおじいさん▼ 5 月 5 日㈯…はだかの
王さま

水曜日は午後 4 時～ 4 時 30 分、土曜日
は午前 11 時～ 11 時 30 分。

市・教育委員会と同志社大学は、
「2012 京たなべ・同志社ヒューマンカ
レッジ」の受講生を募集します。

今年で20周年を迎えるこの講座は、
メーンテーマを「国際政治・経済の動
向」とし、第一線で活躍している研究
者が、変動し続ける国際社会の現状と
今後の注目点に迫ります。

また、最終回は、2013 年 NHK 大河
ドラマの主人公で、同志社創立者新島
襄の妻、八重について理解を深める機
会を設けます。
日にち・内容＝上表のとおり
時間＝午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
5 月 19 日は開講式を行いますので、

午後 1 時 15 分からです。

場所＝同志社大学京田辺校地
対象＝中学生以上の人
定員＝600人。多数の場合は抽選します
受講料＝無料
申込方法＝往復はがき（1 人 1 枚）

の往信用裏面に、郵便番号・住所・氏
名（ふりがな）・年齢・性別・電話番
号・「カレッジ希望」・保育希望の有
無（希望する場合は子どもの名前と年
齢）・5 月 19 日講義終了後のキャンパ
スツアー参加の有無、返信用表面に受
講希望者の郵便番号・住所・氏名を書
いて、郵送してください
申込期間＝4月4日㈬～20日㈮（必着）
申込・問合せ先＝社会教育・スポーツ推

進課（〒 610-0393〈住所不要〉、☎ 64-1394）
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毎月１日号で、広報紙の内容についてのク
イズを出題します。広報紙を読むと答えられ
る簡単なクイズです。正解者には、抽選で京
田辺市の特産品を差し上げますので、たくさ
んご応募ください。
また、広報紙に対するみなさんのご意見も
お待ちしています。
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クイズ：人と人、人と地域の○の創出

茶がゆ・たけのこ
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